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研究成果の概要（和文）：この研究では、中国の山東半島に位置する青島における文化活動の解明が行われた。
特に1930年代、国立青島大学が設置されたのにともない、楊振声校長のもと、梁実秋・聞一多・沈従文らの文学
者が教師として赴任し、旺盛な文学活動が行われた。このほかにも、劇作家の洪深や作家の老舎なども、国立青
島大学で教鞭を執った。また山東省出身の著名作家・王統照も、同時期に青島で活躍した。本研究では、これら
の文学者の作品が分析され、彼らの間のネットワークを解明した。

研究成果の概要（英文）：In this research, the elucidation of the cultural activities in Qingdao 
located in the Shandong peninsula in China was performed. In connection with national Qingdao 
University having been established especially in the 1930s, Yang zhensheng was  the president of  
national Qingdao University,The basis of his instruction ,many literary men  as teacher : Liang 
Shiqiu,Wen Yiduo, Shen Congwen, etc, gathered at  national Qingdao University . In addition, the 
dramatist's Hong Shen , the famous writer Lao She, etc. taught at national Qingdao University. And 
moreover, the famous writer Wang Tongzhao born in Shandong, also played an active part in the same 
period in Qingdao.In this research, these literary men's work was analyzed and solved the network 
between them. 
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１．研究開始当初の背景 
 山東半島に位置する青島は、19世紀末から
ドイツによって建設が始められ、第一次世界
大戦後には日本がそれを引き継いで建設を
進めてきた。その後、青島は中国に返還され、
おりしも北洋軍閥政府から国民党政府への
権力の移行時期にあって、大学などの高等教
育機関が急速に整備されていった。 
 特に国民党政府下の国立大学として整備
が進められていった国立青島大学（後の山東
大学および中国海洋大学）には、1930 年代
にかつて五四運動をリードした知識人の一
人である楊振声が校長として赴任し、梁実
秋・聞一多・沈従文・老舎・洪深・趙太眸ら
の著名な知識人・作家が蝟集して、旺盛な作
家活動、教育活動を行った。この大学の受業
生には詩人の臧克家、李雲鶴こと後の江青な
どがおり、職員には張兆和などがいた。また
これと同時期に青島市立中学でも、著名作
家・詩人の王統照、汪静之、陳翔鶴らが教鞭
を執り、文学活動を行った。 
 本研究は、前身の研究プロジェクトである
「近代都市・青島における知識人の交流と文
化空間の創成」の成果を引き継ぎ、特に 1930
年代の青島における文化活動の解明を目指
して開始されたものである。  
 
２．研究の目的 
 本研究では、主に 1930 年代の青島に焦点
を当てて、国立青島大学をはじめとする諸教
育機関における文化活動を解明し、あわせて
そこに集った知識人・作家・詩人たちの諸作
品を検討し、彼らの思想・文学的な成熟の道
のりの一側面を明らかにすることを第一の
目的とする。それとともに彼らの活動の背景
となった、文化的に重層性をもつ青島という
近代都市の都市化の諸相を明らかにするこ
とも目的とした。 
 
３．研究の方法 
 本研究の具体的な研究方法としては、実地
調査・資料収集と個別研究・共同研究の 2種
類の研究方法を採用した。 
 中国現代文学を専門とする6名の共同研究
者が、青島・諸城・済南等における資料収集
および実地調査を行い、日本国内にあっては
入手困難な青島、国立青島大学大学（および
後継の山東大学）、青島市立中学関連の資料
等を入手した。 
 如上のような実地調査および資料収集に
もとづき、共同研究者各自が、青島の文化空
間創成に関するテーマを選定して、個別研究
を行った。そこから得られた知見を例会等で
共有することによって、1930 年代を中心とす
る青島の都市の発展を背景とする文学的事
象および都市表象を総合的に検討した。 
 
４．研究成果 

 平成 27 年度は、前身の研究プロジェクト
である「近代都市・青島における知識人の交
流と文化空間の創成」の成果をふまえ、第 1
回例会では、今後の研究方針が確認されると
ともに、「王統照『一葉』について──少年
は海で何を思うか」という基調報告のほか、
「青島──混淆する文化空間」のテーマのも
とで陶晶孫と青島の関わりや国立青島大学
における学生左翼運動の実相についての報
告があった。また 3月に行われた実地調査で
は、国立青島大学の後継校のひとつである中
国海洋大学の校史関連教員の協力を得て、江
青・張兆和らが職を得た国立青島大学図書館
跡などの調査を行った。また王統照・臧克家
の故郷であり、青島に隣接する諸城市の調査
を行い、その文学的風土を知るとともに、臧
克家の実弟である臧錦家氏との研究交流を
行った。 
 平成 28 年度は、1930 年代の青島における
知識人ネットワークと文化空間の創成に関
して、個別の知見の蓄積を行った。第 2回研
究例会では、ゲストスピーカーを招聘し、『月
下小景』を中心とする沈従文の青島滞在期の
作家活動、蕭軍・蕭紅の青島における活動の
軌跡、2010 年以降の中国大陸における沈従文
研究の動向についての研究報告が行われ、青
島に関する新たな知見の獲得が図られた。第
3 回例会では、研究分担者によって、これま
で研究されて来なかった沈従文「懦夫」の作
品論、国立青島大学校長・楊振声の大学運営
と学生左翼運動の対立などについての研究
報告が行われた。 
 平成 29 年度は、青島における補完的な実
地調査および資料収集が行われたほか、国立
青島大学の後継校のひとつである山東大学
における調査が行われ、同校校史資料館の協
力によって知見の深化が図られた。第 4回例
会では、研究分担者によって、これまで本研
究では報告されてこなかった劇作家・洪深の
青島における文化活動が報告された。 
 本研究においては、前身研究プロジェクト
の成果をふまえ、青島関連の歴史・文学活動
に関して実地調査による知見のさらなる深
化が図られるとともに、引き続き青島関連の
資料の収集が行われた。これらの資料の蓄積
にもとづき、これまで日本における中国現代
文学研究において論じられることの少なか
った上述の王統照、楊振声、洪深らについて
研究を進展させることができ、また沈従文ら
の未研究作品についての分析も進展を見せ
た。さらに 1930 年代の国立青島大学におけ
る学生左翼運動についても解明が進んだ。 
 本研究でなされた研究を発展させ、今後、
青島における学生左翼運動と作家および作
品との関係、青島市立中学等の青島の他の教
育機関および斉魯大学などの山東省の他大
学におけるにおける文学活動の究明が期待
される。また前身プロジェクトに引き続き、
中国における近代リゾートの受容、現代中国
における海をテーマとする文学の解明とい



った研究の進展が期待される。 
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